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科目名 
 

法と社会 

対象学科・学年 
  教育教福2回生  
   
   
  
  

担当者 
 

浅野 宜之 

授業テーマ 
 法についての基礎的な知識を得、これにもとづいて社会や人のあり方を考える。また、人権にかかわる法について知る 
授業の概要と目標 
 われわれの生活は、さまざまな側面で「法」と関係している。本講義では、その中の代表的な事項に焦点を当て、「法」が 
いかなる形で規定しているかを概観する。これを通じて、社会のあり方を考える機会としていただきたい。 

評価方法 
 出席状況およびレポート、ミニテスト（講義内試験）を通じて総合評価を行う。 

テキスト 
 現代法学入門 

著者 
 伊藤正巳ほか編 

出版社 
 有斐閣 

参考書 
 デイリー六法 

著者 
  

出版社 
 三省堂 

授業スケジュール・内容 

  
 １．法とは何か 
 ２．法の体系 
 ３．裁判と法（１） 
 ４．裁判と法（２） 
 ５．司法制度改革：裁判員制度を焦点に 
 ６．財産法の原則 
 ７．取引の主体：人 
 ８．取引の客体：所有権を中心に 
 ９．契約 
１０．不法行為と損害賠償 
１１．親族法の原則 
１２．婚姻 
１３．子どもと法 
１４．家族と財産 
１５．相続 
１６．法と国家 
１７．人権保障と法（１） 
１８．人権保障と法（２） 
１９．刑事法の原則 
２０．現代社会と刑法 
２１．刑事手続き 
２２．刑罰と裁判 
２３．労働法の原則 
２４．労働保護法（１） 
２５．労働保護法（２） 
２６．労働団体法 
２７．現代社会の課題と法（１） 
２８．現代社会の課題と法（２） 
２９．現代社会の課題と法（３） 
３０．まとめ 

 


